
	別記様式
	兼　業　依　頼　状（①兼業従事許可申請書 ・ 許可書）(②兼業従事届出書)

	静岡県立大学長　様
　貴学下記職員に兼業を依頼したいので、御同意くださるようお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　団体名：
　　　　　　　　　　　　　　　　代表者：
	文書番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年　　 月　　 日

	
	兼業先団体の所在地：〒

担当部署、担当者、連絡先電話番号：


	ＨＰアドレス：
	兼業（勤務）先所在地：〒

	事業内容：

	勤務態様：□　毎　　　曜日　　　　時　　　分～　　　時　　　分

□（年・月・期間内・週）につき　　　　　　回

□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１回あたり　　　　時間

	
	兼業予定期間：　　　　　 年　　 月　　 日
	から　　　　　　 年　　 月　　 日　まで

	兼業従事者　氏名：　　　　　　　　　　　　　　職名：
所属：
兼業先の役職名：
兼業先の職務内容：
	
	

	
	報酬：□　無　　□　有　　　　　　（月・日・回・時間）につき　　　　　　円

　　　　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

旅費：□　無　　□　有

	
	本依頼状に対する静岡県立大学長の回答　　　□要　　　□不要

	当該兼業依頼状について開示請求があった場合、開示して差し支えのあるものについてチェックしてください。：　□団体名（代表者名・事業内容を含む）　□役職名　□職務内容

	※兼業従事者記入欄　《許可申請の場合には①に、届出の場合には②に○を付けること。》

	静岡県公立大学法人理事長　様
上記兼業に従事したいので、《　①許可を申請します。　②届け出ます。　》　　なお、兼業先までの往復時間は約　　時間　　分程度です。
上記兼業は、静岡県公立大学法人職員兼業規程第11条第１項各号のいずれにも該当し、また、同条第２項に規定する予備校等の講師として従事するものでないことを誓約します。
　　　年　　　月　　　日　　氏　名　　        　　　　　　　　　　　　　　

	○静岡県公立大学法人職員兼業規程第11条　兼業の許可を与える場合は、次の各号のいずれにも該当する場合に限るものとする。

(1) 職員の職務と許可を受けようとする事業もしくは事務または地位との間に特別な利害関係が生じないことまたは生じるおそれがない場合　(2) 兼業に従事することにより、職務の遂行に支障が生じない場合　(3) 兼業による心身の著しい疲労のため、職務遂行上その能率に悪影響が生じない場合　(4) 兼業により、職務の公正性および信頼性の確保に支障が生じない場合

２　大学等の入学試験の準備を目的として設置もしくは開講されている予備校またはこれに類する教室、塾、講座等の講師として講義を行う場合は、これを許可しない。　

	※所属部局長記入欄（届出の場合には、記入不要）

	上記の兼業は、当該教員の本務の遂行等に支障がないものと認めます。　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日　　所属部局の長　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	※事務記入欄
	事務受付日　 　　　　　年　　　月　　　日
	許可番号・許可日　　　　　　　　第　　　　　号　　　　　　　　　　年　　　月　　　日　　　　　　　　　　　　　　

	静岡県公立大学法人職員兼業規程第９条第１項に基づき、上記の兼業を理事長の委任により許可します。なお、この許可を受けて従事する業務は、法人の業務に優先するものではありませんので、念のために申し添えます。（従事期間：　　　　　年　　　月　　　日～　　　　年　　　月　　　日、従事時の服務：職務専念義務免除・勤務時間外）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　静岡県立大学長　　　　　　　　　　　　　　　　　　


